
[平成２５年度設置］

　　　計画の区分：学部の学科の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

東京情報大学　総合情報学部　総合情報学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人東京農業大学　　　
平成２７年５月１日現在　　

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　事務局学生教務課

　　　職名・氏名　　課長
カチョウ

　六﨑
ムツザキ

　光浩
ミツヒロ

　　　電話番号　　０４３－２３６－４６０７

　　　（夜間）　　０４３－２３６－１０７４

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４３－２３６－２２１５

　　　ｅ－mail　　kyoumu@affrs.tuis.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：私067
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ オオサワ　カンジュ ）

大澤　貫寿

（平成２３年７月）

（ ウシクボ　アキクニ ）

牛久保　明邦

（平成２３年７月）

（ ハラ　ケイタロウ ） （ ミヤケ　シュウヘイ ）

原　慶太郎 三宅　修平

（平成１９年４月） （平成２７年４月）

（ ヌノヒロ　エイジ ） （ ツブラオカ　ヒデオ ）

布広　永示 圓岡　偉男

（平成２５年４月） （平成２７年４月）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人東京農業大学

　　　　東京情報大学

　　　　千葉県千葉市若葉区御成台４－１

学 部 長

学科長等

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

任期満了による変更
平成27年4月1日（27）

学　　長

職　　名

任期満了による変更
平成27年4月1日（27）

（２） 大　学　名

　　　〒２６５－８５０１

（３） 大学の位置

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　記入してください。
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　総合情報学部

　　総合情報学科

学士（総合情報学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

983 930 806

( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( 3 ) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 25 ] [ 　 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 26 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

957 905 784

( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( 3 ) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 24 ] [ 　 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 23 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

912 884 770

( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( 3 ) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 24 ] [ 　 ] [ 13 ] [ 　 ] [ 22 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

479 472 479

( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( 3 ) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 15 ] [ 　 ] [ 10 ] [ 　 ] [ 20 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　　区分ごとではありません）。

Ｂ　 入学者数

500
(　10　)

[ 　　　 ]

受験者数

志願者数

合格者数

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

0.95 0.940.94

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

　　　　　　　

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

平成２７年度

- 倍

Ａ　 入学定員

平成２６年度
平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２５年度 平成２８年度

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

備　　考

2,020

人

3年次

10500

修業年限

4

年 人年次人

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

(　－　) (　　 　)

[ 　　　 ]

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

0.94 倍

[ 　－  ]

500 500
(　－　)

[ 　－  ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ 15 ] [　 　] [ 10 ] [　 　] [ 20 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

( - ) （　　） ( 0 ) （　　） ( 0 ) （　　）

479 472 479

[ 14 ] [　 　] [ 9 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

( - ) （　　） ( 19 ) （　　） （　　） （　　）

462 471

[ 11 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

( - ) （　　） （　　） （　　）

423

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

１年次

４年次

平成２８年度

[　15　]

３年次

備　　　　　考
平成２６年度 平成２７年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

[　　　　 ][　40　][　24　]

　　　　さい。

（　　　　 ）( 19 )( 0 )( - )

２年次

計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

1,373934

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２５年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

479
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２５年度 17 人 1 人

学生個人の心身に関する事情　6人，修学
意欲の低下　4人，他の教育機関への入
学・転学　3人，除籍　2人，就職 1人，家庭
の事情　1人

平成２６年度 22 人 2 人
学生個人の心身に関する事情　6人，修学
意欲の低下　4人，就職　4人，家庭の事情
4人，除籍　3人，学力不足　1人

平成２７年度 1 人 0 人 修学意欲の低下　1人

平成２８年度 人 人

平成２６年度 16 人 2 人
修学意欲の低下　7人，他の教育機関への
入学・転学　4人，学生個人の心身に関す
る事情　3人，家庭の事情　2人

平成２７年度 4 人 0 人
学生個人の心身に関する事情　3人，修学
意欲の低下　1人

平成２８年度 人 人

平成２7年度 0 人 0 人

平成２８年度 人 人

人 0 人 平成２８年度 人 人 ％

1430 人 60 人 4.2 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２８年度
入学者

平成２５年度
入学者

平成２６年度
入学者

平成２７年度
入学者

479

退学者数

人479

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

0

4.2

％

人 20

合　　計

40 8.4

人

人

472

人
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教員の昇格による変更(25)

基礎演習Ⅰ 

追加　小早川　睦貴（助教）

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

削除　Kevin Short（教授）

追加　山口豊（准教授）

退職に伴う変更(26)

削除　柴　理子（准教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

平成２６年度修正漏れのため追記

削除　石塚　省二（教授）

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）(27)

教員の退職による変更(27)

削除　石塚　省二（教授） 武井　敦夫（教
授）

２　授業科目の概要

＜総合情報学部　総合情報学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

基
礎
演
習

20 22 4

22 20 0 6

6

23 19 2

1前 1 24 16

5

6

授業運営上の調整による担当者の変更(25)

削除　布広　永示（教授）川名　博志（教
授）池田　幸代（講師） 原田　一平（助
教）

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）

担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）　原田　恵理子（准教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(26)

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

削除　三宅　修平（教授）圓岡　偉男（教
授）神野　健（教授）畠中　伸敏（教授）西
貝　雅人（助教）山口　崇志（助教）

追加　原　慶太郎（教授）布広　永示（教
授）鈴木　理枝（教授）池田　幸代（准教
授）原　豪志（助教）
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教員の昇格による変更(25)

基礎演習Ⅱ

追加　小早川　睦貴（助教）

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

削除　Kevin Short（教授）

追加　山口豊（准教授）

退職に伴う変更(26)

削除　柴　理子（准教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

平成２６年度修正漏れのため追記

削除　石塚　省二（教授）

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）(27)

教員の退職による変更(27)

削除　石塚　省二（教授） 武井　敦夫（教
授）

20 22 4

22 20 0 6 担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）　原田　恵理子（准教授）

23 19 2 5

1前 1 24 16 6 6

授業運営上の調整による担当者の変更(25)

削除　布広　永示（教授）川名　博志（教
授）池田　幸代（講師） 原田　一平（助
教）

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）

授業運営上の調整による担当者の変更(26)

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

削除　三宅　修平（教授）圓岡　偉男（教
授）神野　健（教授）畠中　伸敏（教授）西
貝　雅人（助教）山口　崇志（助教）

追加　原　慶太郎（教授）布広　永示（教
授）鈴木　理枝（教授）池田　幸代（准教
授）原　豪志（助教）

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

基
礎
演
習
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教員の昇格による変更(25)

基礎演習Ⅲ

追加　小早川　睦貴（助教）

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

削除　Kevin Short（教授）

追加　山口豊（准教授）

退職に伴う変更(26)

削除　柴　理子（准教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

平成２６年度修正漏れのため追記

削除　石塚　省二（教授）

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）(27)

教員の退職による変更(27)

削除　石塚　省二（教授） 武井　敦夫（教
授）

20 22 4

22 20 0 6 担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）　原田　恵理子（准教授）

23 19 2 5

1後 1 24 16 6 6

授業運営上の調整による担当者の変更(25)

削除　布広　永示（教授）川名　博志（教
授）池田　幸代（講師） 原田　一平（助
教）

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）

授業運営上の調整による担当者の変更(26)

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

削除　三宅　修平（教授）圓岡　偉男（教
授）神野　建（教授）畠中　伸敏（教授）西
貝　雅人（助教）山口　崇志（助教）

追加　原　慶太郎（教授）布広　永示（教
授）鈴木　理枝（教授）池田　幸代（准教
授）原　豪志（助教）

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

基
礎
演
習
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教員の昇格による変更(26)

平成２５年度修正漏れのため追記

基礎演習Ⅳ

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

授業運営上の調整による担当者の変更(25)

追加　山口　豊（准教授）小早川　睦貴（助
教）

削除　布広　永示（教授）川名　博志（教
授）池田　幸代（講師） 原田　一平（助
教）

退職に伴う変更(26)

削除　柴　理子（准教授）

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）(27)

授業運営上の調整による担当者の変更(27)

追加　布広　永示（教授）　池田　幸代（准教授）

教員の退職による変更(27)

削除　石塚　省二（教授）　武井　敦夫（教
授）

教員の昇格による変更(26)

平成２５年度修正漏れのため追記

基礎演習Ⅴ

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

退職に伴う変更(26)

削除　柴　理子（准教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(25) 

教員の昇格による変更(27)

担当　池田　幸代(准教授)　安岡　広志（准
教授）

授業運営上の調整による担当者の変更(27) 

追加　今井　哲郎（助教）

教員の退職による変更(27)

削除　石塚　省二（教授） 武井　敦夫（教
授）

教員の退職による変更(27)

削除　原田　一平（助教）

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

基
礎
演
習

21 22 5

23 20 0 6

25 19 5 2 担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）　原田　恵理子（准教授）

2前 1 24 16 6 6

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）　池田　幸代（助教）

24 21 5

削除　青木　俊昭（教授）　Kevin Short
（教授）　小泉　宣夫（教授）　神野　建
（教授）　平野　正則（教授）　吉岡　栄一
（教授）

0 7

25 19 3 5
担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）　原田　恵理子（准教授）

2後 1 24 16 6 6

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）　池田　幸代（助教）

追加　山口　豊（准教授）小早川　睦貴（助
教）原　豪志（助教）

8



科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

哲学入門 

教育効果を考慮し開講学期を前期に変更(27)

思考と論理  

ﾓﾗﾙと価値 

届出時の開講学期に変更(26)(27)

ﾚﾎﾟｰﾄと文章作法

教育効果を考慮しｸﾗｽ数の増加のため担当者
を変更(26)(27)

追加　渡邊　健治（教授）

教育効果を考慮し担当者を変更(27)

追加　神野　建（教授），茂住　和世（准教
授）

削除　原田　恵理子（准教授）

歴史の方法 

近･現代の歴史 

文化人類学 

追加　　関口　由彦（兼任）

担当者の退職による変更(27)

現代思想 追加　圓岡　偉男（教授）

削除　石塚　省二（兼任）

社会と法 

追加　　花村　征志（兼任）

日本国憲法

現代日本の政治

経済の論理Ⅰ 担当者の辞退による変更(26)(27)

辞退　藤野　英人（兼任）

追加　青木　俊昭（教授）

届出時の開講時期に変更(27)

経済の論理Ⅱ

担当者の辞退による変更(26)(27)

辞退　藤野　英人（兼任）

追加　青木　俊昭（教授）

組織と人間 

海外事情 辞退　柴　理子（准教授）

就任　柴　理子（兼任）

辞退　柴　理子（兼任）

就任　鈴木　理枝（教授）

統計学Ⅰ 

統計学Ⅱ

基礎数学Ⅰ 辞退　水谷　正大（兼任）

削除　黒須　健治（兼任）　

届出時の担当に変更(26)(27)

追加　黒須　健治（兼任）

 1･2･3･4後 2 兼1

兼1

 1･2･3･4前 2

総
合
基
礎

1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前

1･2･3･4前 教育効果を考慮し開講学期を前・後期に変更
(25) 1･2･3･4前後 兼1

 1･2･3･4前 2

2 教育効果を考慮し開講学期を前・後期に変更
ならびにｸﾗｽ数の増加のため担当者を変更
(25)(26)

1･2･3･4前後 1 1

0 0

追加　神野　建（教授），原田　恵理子（准
教授）

1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前後 兼1 教育効果を考慮し開講学期を前・後期に変更
ならびにｸﾗｽ数の増加のため担当者を変更
(25)(26)(27)

 1･2･3･4後 2 1 0

1 0

1･2･3･4後 2 0  兼1

兼1
教育効果を考慮し担当者を変更(25)(26)(27)

1･2･3･4前 2 1 0

1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 1

1･2･3･4前 授業運営上の都合により、開講時期を変更
(26) 1･2･3･4後 1 0

 1･2･3･4前 2 0  兼1

1･2･3･4後 1 0 授業運営上の都合により、開講時期を変更
(25)(26)(27) 1･2･3･4前 2 0  兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1 0

兼3

担当者の退職および非常勤講師就任による変
更(26)0 0  兼1

1･2･3･4前 2 1 0

担当者の退職および専任教員就任による変更
(27)

1･2･3･4前 2 1 兼3

1･2･3･4後 2 1 兼3

担当者の辞退および授業運営上の調整による
担当者の変更(25) 兼2

1･2･3･4前 2  兼4

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

基礎数学Ⅱ 辞退　水谷　正大（兼任）

削除　黒須　健治（兼任）　

届出時の担当に変更(26)(27)

追加　黒須　健治（兼任）

情報数学Ⅰ 削除　乙部　修清（兼任）

追加　渡辺　俊一（兼任）

情報数学Ⅱ 削除　乙部　修清（兼任）

追加　渡辺　俊一（兼任）

離散数学Ⅰ

離散数学Ⅱ

生命と情報

削除　吉田　彰（教授）

追加　原　慶太郎（教授）

生命と環境 

科学･技術の歴史 担当者の退職による変更(27)

削除　小宮山　隆（兼任）

追加　鈴木　俊洋（兼任）

健康科学

専任教員就任に伴う変更(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂと社会 削除　原　豪志（兼任）

追加　原　豪志（助教）

担当者の辞退による変更(25)(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂ演習ａ 辞退　大本　洋嗣（兼任）

担当者の辞退による変更(27)

削除　熊野御堂　智（兼任）

追加　齊藤　修司（兼任）

担当者の辞退による変更(25)(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂ演習ｂ 辞退　大本　洋嗣（兼任）

担当者の辞退による変更(27)

削除　熊野御堂　智（兼任）

追加　齊藤　修司（兼任）

担当者の辞退による変更(25)(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂ演習ｃ 辞退　大本　洋嗣（兼任）

担当者の辞退による変更(27)

削除　熊野御堂　智（兼任）

追加　齊藤　修司（兼任）

担当者の辞退による変更(25)(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂ演習ｄ 辞退　大本　洋嗣（兼任）

担当者の辞退による変更(27)

削除　熊野御堂　智（兼任）

追加　齊藤　修司（兼任）

授業運営上の都合により開講学期を変更(27)

授業運営上の都合により開講学期を変更(27)

 1･2･3･4前･後 2 2 1

兼3 担当者の辞退および授業運営上の調整による
担当者の変更(25) 兼2

1･2･3･4後 2  兼4

兼2
授業運営上の調整により担当者の変更(25)

 兼1

1･2･3･4前 2  兼2

教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

兼2
授業運営上の調整により担当者の変更(25)

 兼1

1･2･3･4後 2  兼2

教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

兼3
教育効果を考慮し担当者を追加(25)(26)(27)

1･2･3･4前 2  兼1

担当　乙部　修清（兼任）　黒須　健治（兼
任）

兼3
教育効果を考慮し担当者を変更(25)(26)(27)

1･2･3･4後 2  兼1

追加　乙部　修清（兼任）　黒須　健治（兼
任）

1･2･3･4後 2 1
授業運営上の都合により担当者を変更(27)

1･2･3･4前 2 1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前

1 0

 1･2･3･4前･後 2 0  兼1

1･2･3･4後

兼2

1･2･3･4前･後 1 2  兼3

兼2

 兼3

兼2

1･2･3･4前･後 1 2  兼3

1･2･3･4前･後 1 2

兼2

1･2･3･4前･後 1 2  兼3

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

総
合
基
礎
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

特別講義ａ

削除　浅沼　市男（教授）

追加　布広　永示（教授）

特別講義ｂ 

削除　原田　恵理子（准教授）

担当者の辞退および専任教員就任による変更
(27)

英語Ⅰ 追加　鈴木　理枝（教授）

辞退　吉岡　栄一（兼任）

担当者の辞退および専任教員就任による変更
(27)

英語Ⅱ 追加　鈴木　理枝（教授）

辞退　吉岡　栄一（兼任）

担当者の辞退および専任教員就任による変更
(27)

英語Ⅲ 追加　鈴木　理枝（教授）

辞退　吉岡　栄一（兼任）

担当者の辞退および専任教員就任による変更
(27)

英語Ⅳ 追加　鈴木　理枝（教授）

辞退　吉岡　栄一（兼任）

担当者の辞退による変更(25)

辞退　三瓶　眞弘（兼任）

教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語Ⅰ 追加　本間　章郎（兼任）

教育効果を考慮し担当者を変更(27)

追加　鈴木　理枝（教授）

追加　藪内　聡子（兼任）

担当者の辞退による変更(25)

辞退　三瓶　眞弘（兼任）

教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ英語Ⅱ 追加　本間　章郎（兼任）

教育効果を考慮し担当者を変更(27)

追加　鈴木　理枝（教授）

追加　藪内　聡子（兼任）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ 追加　A.S.ｷｬﾙｺｰﾄ（教授）

削除　藪内　聡子（兼任）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ 追加　A.S.ｷｬﾙｺｰﾄ（教授）

削除　藪内　聡子（兼任）

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

2 授業運営上の都合により担当者を変更
(25)(26)(27)1 兼1

1･2･3･4前 2 1 0 0
追加　渡邊　健治（教授）　鈴木　英男（准
教授）　篠原　徹（兼任）

教育効果を考慮し担当者を変更(27)

2 授業運営上の都合により担当者を変更
(25)(26)1

1･2･3･4後 2 0 1 担当　山口　豊（准教授）　小早川　睦貴
（助教）

外
国
語

兼9

1前 1

授業運営上の都合により担当者を変更(27)

担当　山口　豊（准教授）　小早川　睦貴
（助教）　原田　恵理子（准教授）

2 兼9

2

1前 1 1

1後 1 1  兼10

1 兼4

0  兼3

 兼2

2･3･4前 1  兼3

1 兼4

0  兼3

 兼2

2･3･4後 1  兼3

0
教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

1

2･3･4前 1 0  兼1

授業運営上の都合により担当者を変更(27)

0
教育効果を考慮し担当者を変更(26)(27)

1

2･3･4後 1 0  兼1

授業運営上の都合により担当者を変更(27)

2･3･4前 1 兼1

2･3･4後 1 兼1

共
通
科
目

共
通
基
礎
科
目

総
合
基
礎

2 兼9

 兼10

2 兼9

1  兼10

1後 1 1  兼10
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語Ⅰ

ﾊﾝｸﾞﾙ・韓国語Ⅱ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ 外国人留学生対象

日本語Ⅳ

日本語総合演習

教員の昇格による変更(25)

情報ﾘﾃﾗｼｰⅠ

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

追加　渡辺　俊一（兼任）

追加　今井　哲郎（助教）

削除　三宅　修平（教授）

教員の昇格による変更(25)

担当　大見　嘉弘（准教授）

情報ﾘﾃﾗｼｰⅡ

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

追加　渡辺　俊一（兼任）

教員の昇格による変更(25)

情報社会とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 担当　圓岡　偉男

削除　池田　幸代（講師）

経営と情報

法人の教員職階変更および届出時の担当に変
更(26)
担当　池田　幸代（助教）

授業運営上の調整による担当者の変更(26)
削除　小野　修一（兼担）

教員の昇格による変更(27)
担当　池田　幸代（准教授）

共
通
基
礎
科
目

外
国
語

2･3･4前 1 兼1

2･3･4後 1 兼1

1前 1 1 兼1

1前 1 1 兼1

1後 1 1 兼1

1後 1 1 兼1

1･2･3･4後 授業運営上の都合により，開講時期を変更
(25)(26)(27) 1･2･3･4前･後 1 兼1

情
報
基
礎
科
目

1 2

5 1 兼8 担当　大見　嘉弘（准教授）　樋口　大輔
（准教授）4 0 2  兼7

1前 2 2 2 4 2  兼6
授業運営上の都合により担当者を変更(25)

追加　小早川　睦貴（助教）　鈴木　敏彦
（兼任）

削除　池田　幸代（講師）　安岡　広志（講
師）

授業運営上の都合により担当者を変更(26)

授業運営上の都合により担当者を変更(27)

4 1

3 0 3 兼7

1後 2 2 1 2  兼4
授業運営上の都合により担当者を変更(25)

追加　小早川　睦貴（助教）　鈴木　敏彦
（兼任）　須賀　孝之（兼任）　平塚　聖敏
（兼任）

授業運営上の都合により担当者を変更(26)

削除　小早川　睦貴（助教）　須賀　孝之
（兼任）

3 0

1前 2 2 1

2 0
授業運営上の調整による担当者の変更(25)

1 0

0 0

1後 2 2 1 1  兼1

共
通
科
目
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

追加　寺嶋　廣克（教授）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論 法人の教員職階変更による変更(26)

担当　安岡　広志（助教）

削除　小野　修一（兼担）

教員の昇格による変更(27)
担当　安岡　広志（准教授）

教員の昇格による変更(27)

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ概論 平成26年度修正漏れのため追記

担当　花田　真樹（准教授）

教員の昇格による変更(25)

担当　岸本　頼紀（准教授）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門

情報表現とﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 辞退　鈴木　久春（兼任）

削除　木村　昌史（兼任）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

担当　安岡　広志（助教）

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）

教員の昇格による変更(25)

担当　岸本　頼紀（准教授）

情報分析Ⅰ 授業運営上の都合により担当者の変更(26)

追加　寺嶋　廣克（教授）　木村　昌史（兼
任）　鈴木　敏彦（兼任）

削除　北風　和久（准教授）　小宮山　隆
（兼任）　本多　正憲（兼任）　陸路　正昭
（兼任）

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　寺嶋　廣克（教授）　木村　昌史（兼
任）　鈴木　敏彦（兼任） 陸路　正昭（兼
任）

削除　北風　和久（准教授）　小宮山　隆
（兼任）　本多　正憲（兼任）

担当者退職による変更(27)

削除　小宮山　隆（兼任）

2

共
通
科
目

情
報
基
礎
科
目

2 0

 兼2

授業運営上の調整により担当者の変更(25)
0 1 兼1

1

1前 0 1 1 0

授業運営上の調整により担当者の変更(26)

3 0

1後 2 1 2 1

兼2

0  兼7

1前 2 1 4 1  兼4
授業運営上の都合により担当者の変更(25)

追加　木村　昌史（兼任）　小岩　義典（兼
任）　篠原　徹（兼任）

授業運営上の都合により担当者の変更
(26)(27)

削除　木村　昌史（兼任）　小岩　義典（兼
任）　篠原　徹（兼任）　須賀　孝之（兼
任）　渡辺　俊一（兼任）

2 1
担当者の辞退および授業運営上の調整による
担当者の変更(25)(26)(27)

0 2

0

1前 2 2 1 1 1  兼2

2 1 兼3

2 0

2前 2 1 1 1  兼4
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教員の昇格による変更(25)

担当　岸本　頼紀（准教授）

情報分析Ⅱ

追加　寺嶋　廣克（教授）　木村　昌史（兼
任）　須賀　孝之（兼任）　鈴木　敏彦（兼
任）

削除　北風　和久（准教授）　小宮山　隆
（兼任）　陸路　正昭（兼任）　本多　正憲
（兼任）

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　寺嶋　廣克（教授）　今井　哲郎（助
教）　木村　昌史（兼任）　須賀　孝之（兼
任）　鈴木　敏彦（兼任）　睦路　正昭（兼
任）

削除　三宅　修平（教授）　北風　和久（准
教授）　本多　正憲（兼任）　水野　宗久
（兼任）

担当者退職による変更(27)

削除　小宮山　隆（兼任）

情報社会と職業
法人の教員職階変更(26)
担当　池田　幸代（助教）

削除　圓岡　偉男（教授）　中尾　宏（准教
授）　池田　幸代（助教）

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　井関　文一（教授）　池田　幸代（准
教授）

削除　平野　正則（兼任）

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝａ 

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　井関　文一（教授）

削除　平野　正則（兼任）

教員の昇格による変更(27)

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｂ 平成２５年度修正漏れのため追記

担当　圓岡　偉男（教授）

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　井関　文一（教授）　茨木　正治（教
授）

削除　圓岡　偉男（教授）　鈴木　英男（准
教授）　平野　正則（兼任）

2 1

3 1 0

2後 2 1 1 兼42

0 教員の昇格による変更(26)
25年度の記載漏れ
担当　圓岡　偉男（教授）

2 0
授業運営上の都合により担当者の変更(26)

0

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

1 1

0 0

1 1 0 1

2前 2 0 2 1 0  兼1

授業運営上の都合により担当者の変更(26)

1 0 教員の昇格による変更(26)
25年度の記載漏れ
担当　圓岡　偉男（教授）

0 1

1 2

2後 2 0 3  兼1 授業運営上の都合により担当者の変更
(26)(27)

削除　圓岡　偉男（准教授）　鈴木　英男
（准教授）

2 0 0

3前 2 0 2  兼1

共
通
科
目

情
報
基
礎
科
目
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教員の昇格による変更(25)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

授業運営上の都合により担当者の変更(27)

追加　池田　幸代（准教授）　河野　義広
（助教）　中島　淳（助教）

削除　栁田　純子（准教授）

教員の昇格による変更(25)

担当　岸本　頼紀（准教授）

ITｷｬﾘｱ基礎 集中

削除　永井　保夫

授業運営上の都合により開講学期の変更(27)

日本の社会と生活文化

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 外国人留学生対象

ﾘｸﾙｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

総合情報学概論Ⅰ 追加　圓岡　偉男（教授）

総合情報学概論Ⅱ

追加　西村　明（教授）

IT基礎技術論

削除　ﾏｯｷﾝｹﾈｽｼﾞｪｰﾑｽ（准教授）

教員の昇格による変更(27)

平成26年度修正漏れのため追記

担当　花田　真樹（准教授）

教員の昇格による変更(25)

担当　岸本　頼紀（准教授）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎

授業運営上の都合による担当者の変更(26)

平成２５年度修正漏れのため追記

追加　小早川　睦貴

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

削除　小早川　睦貴

教員の昇格による変更(26)

Unix論a 担当　花田　真樹（准教授）

追加　河野　義広（助教）

教員の昇格による変更(26)

Unix論b 担当　花田　真樹（准教授）

追加　河野　義広（助教）

教員の昇格による変更(26)

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造a 平成２５年度修正漏れのため追記

担当　大見　嘉弘（准教授）

教員の昇格による変更(26)

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造b 平成２５年度修正漏れのため追記

担当　大見　嘉弘（准教授）

ｼｽﾃﾑ設計論a

ｼｽﾃﾑ設計論b

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ論

2

2 2

3 0 担当　圓岡　偉男（教授）　樋口　大輔（准
教授）3通 2 2 12

1

2 0

 2前 2 2 1 1 2

授業運営上の都合により担当者の変更
(26)(27)

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

専
門
教
育
科
目

共
通

5

1前 2 4 兼1

1後

11 授業運営上の都合による担当者の変更
(26)(27)1後 2 10 2

2 0 授業運営上の都合による担当者の変更
(25)(26)(27)2 1 兼3

1 2 1  兼2 追加　寺嶋　廣克（教授）　睦路　正昭（兼
任）

0

0 1 兼2

1後 2 1 2 1 0  兼3 授業運営上の都合による担当者の変更
(25)(26)(27)

削除　北風　和久（准教授）　渡辺　俊一
（兼任）

2

2前 2 1 1

授業運営上の都合による担当者の変更
(26)(27)

2

2後 2 1 1

授業運営上の都合による担当者の変更
(26)(27)

1 0

2前 2 1 0 1

1 0

2後 2 1 0 1

2前 2 1 1 兼1

2後 2 1 1 兼1

2後 2 兼1

シ
ス
テ
ム

2後

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

共
通
科
目
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用a

届出時の担当者が担当(27)

追加　平塚　聖敏（兼任）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用b

届出時の担当者が担当(27)

追加　平塚　聖敏（兼任）

情報通信ｼｽﾃﾑ論a

情報通信ｼｽﾃﾑ論b

知能情報学概論

Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa

削除　本多　正憲（兼任）

Webｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb

削除　本多　正憲（兼任）

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ論

ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ論

教員の昇格による変更(25)

ｿﾌﾄｳｪｱ工学a 担当　岸本　頼紀（准教授）

教員の昇格による変更(25)

ｿﾌﾄｳｪｱ工学b 担当　岸本　頼紀（准教授）

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb

教員の昇格による変更(25)

ﾓﾊﾞｲﾙｼｽﾃﾑa 担当　大見　嘉弘（准教授）

教員の昇格による変更(25)

ﾓﾊﾞｲﾙｼｽﾃﾑb 担当　大見　嘉弘（准教授）

言語処理論

知的ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞa

知的ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞb

知能情報学

画像・動画処理演習

ｹﾞｰﾑｿﾌﾄｳｪｱ設計論

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

ｹﾞｰﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ 追加　大城　正典（准教授）

削除　小岩　義典（兼任）

暗号情報ｾｷｭﾘﾃｨ論

情報・符号理論

情報ｾｷｭﾘﾃｨ概論

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

ｺﾐｭﾆﾃｨ論

環境情報論

地理情報ｼｽﾃﾑａ

地理情報ｼｽﾃﾑｂ

空間情報論

環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ

画像情報論

地域資源論

環境調査演習 集中

地域構想演習 集中

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 集中

個人情報保護論

環境資源論

環境保全論

環境倫理学

 3前 2 1
授業運営上の都合により開講学期を変更(27)

2

兼1
授業運営上の都合による担当者の変更(26)

0

2前 2 2 1 2  兼2 削除　平塚　聖敏（兼任）　渡辺　俊一（兼
任）

兼1
授業運営上の都合による担当者の変更(26)

0

2 1 2  兼2 削除　平塚　聖敏（兼任）　渡辺　俊一（兼
任）

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

授業運営上の都合による担当者の変更(27)
3前 2 1 1 1  兼1

0

0

授業運営上の都合による担当者の変更(27)
3後 2 1 1 1  兼1

3後

3前 2 1

1 0

3前 2 1 0 1

1 0

3後 2 1 0 1

3前 2 1 1

3後 2 1 1

2 0

3前 2 2 1 1

3前

1

2 0

3後 2 1 1 1 1

2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 1 1

3前 2 1

1 0

3後 2 0  兼1

3前 2 1

3後 2 1

環
境

1後 2 1

1後 2

2前 2

2前

兼1

1後 2 兼1

2前 2 1

1 兼1

2後 2 1 兼1

2 1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 兼1

2前 1 2 1

2前 1 3 1

2前 1 兼1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

2後

専
門
教
育
科
目

シ
ス
テ
ム
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

環境ｱｾｽﾒﾝﾄ

環境ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

植生情報論

海洋情報論

教員の退職による変更(27)

気象情報論 担当　浅沼　市男（教授）

削除　原田　一平（助教）

ﾊﾟﾀｰﾝ認識

統計ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

教員の昇格による変更(25)

社会調査法 担当　圓岡　偉男（教授）

ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ

開講年次及び学期変更(26)(27)

実験計画法

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論

基礎会計論

教員の昇格による変更(25)

経営学概論 担当　樋口　大輔（准教授）

消費者法

会計情報論

経営管理論

法人の教員職階変更による変更(26)

担当　池田　幸代（助教）

経営組織論 教員の昇格による変更(27)

担当　池田　幸代（准教授）

経済学

財務会計論

消費生活論

民法ａ

民法ｂ

流通情報論

品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

ERP論

経営情報ｼｽﾃﾑ論

ｼｽﾃﾑ監査

講師就任辞退により担当者変更(27)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 削除　勝　眞一郎（兼任）

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論

Webﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ論

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ論

ﾘｰｶﾞﾙﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

会社法ａ

会社法ｂ

管理会計論

金融情報ｾｷｭﾘﾃｨ論 

金融論

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

経営科学 追加　今井　哲郎（助教）

教員の昇格による変更(25)

経営戦略論 担当　樋口　大輔（准教授）

原価計算論

国際金融論

人的資源論

3後 授業運営上の都合により、開講時期を変更
(27) 3前 2 兼1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1 0

3後 2 0 1

3前 2 1

3前 2

3前 2 1

2後

兼1

2 0

3前 2 1 1

 3前 2 1

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1後 2 1

0

1後

担当未定。現在後任を探しており、今年度中
の開講を予定している。(27)1後 2 1

1 0

2 0 1

2後 2 兼1

1

0 担当未定。現在後任を探しており、今年度中
の開講を予定している。(27)2後 2 1

0

2後

0 1

1 02

0

2前 2 兼1

0 担当未定。現在後任を探しており、今年度中
の開講を予定している。(27)2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 兼1

2後 2 兼1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

0

3前 2 1  兼1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 兼1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 兼1

3後 2 兼1

0 担当未定。現在後任を探しており、今年度中
の開講を予定している。(27)3後 2 1

3後 2 兼1

3前 2 1

1

3前 2 1 0

1 0

3前 2 0 1

0 担当未定。現在後任を探しており、今年度中
の開講を予定している。(27)3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

2前

専
門
教
育
科
目

環
境

2 1

17



科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

ｽﾀｼﾞｵ番組・ﾄﾞﾗﾏ制作論

ﾒﾃﾞｨｱ機器論

情報ﾒﾃﾞｨｱ論

映像表現論

CGｱﾆﾒｰｼｮﾝ演習

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

担当　安岡　広志（助教）　

Webｱﾆﾒｰｼｮﾝ演習 教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）

学期の変更(26)

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

Webﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 1 担当　安岡　広志（助教）　

教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）

ｱﾆﾒ･PV・特撮番組制作論

担当者の退職による変更(27)

現代社会学 追加　圓岡　偉男（教授）

削除　石塚　省二（兼任）

教員の昇格による変更(25)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 担当　圓岡　偉男（教授）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｸｽ演習

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｸｽ論 担当　中島　淳（助教）　

教員の昇格による変更(25)

社会学概論 担当　圓岡　偉男（教授）

教育効果を考慮し配当学年を変更(27)

身体表現論

担当者の退職による変更(27)

比較社会論 追加　茨木　正治（教授）

削除　石塚　省二（兼任）

ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ論

ﾒﾃﾞｨｱ文化論 辞退　柴　理子（准教授）

就任　柴　理子（兼任）

講師就任辞退のため担当者変更(27)

辞退　柴　理子（兼任）

追加　西貝　雅人（助教）

映画論・映画史

音響ﾒﾃﾞｨｱ論

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

視覚ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 担当　中島　淳（助教）　

社会心理学

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

立体表現 担当　中島　淳（助教）　

3DCGｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

出版ﾒﾃﾞｨｱ論 担当　中島　淳（助教）　

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ論

ｻｲﾊﾞｰｽﾍﾟｰｽ論

ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ論

ｼﾅﾘｵ論

ﾌｫﾄｸﾞﾗﾌｨｸｽ論

映像･放送ﾒﾃﾞｨｱ特講

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

担当　安岡　広志（助教）　

ﾒﾃﾞｨｱ広告論 教員の昇格による変更(27)

担当　安岡　広志（准教授）

授業運営上の都合により、開講時期を変更
(27)

1後

授業運営上の都合により、開講時期を変更
(27)

3後

1 0

 2後 2

専
門
教
育
科
目

メ
デ
ィ

ア

1後 2

1後 2 1

1

1後 2 兼1

1後 2 兼1

2後 1 1

0

0 1

1

0

0

2後 0 1

2前 2 1

1 0

2前 2 0  兼1

1 0

2前 2 0 1

2前 1 1

0 1

2後 2 1 0

0 1

2前 2 兼1

1 0

2後 2 0  兼1

2前 2 1

0 担当者の退職および非常勤講師就任による変
更(26)0 0  兼1

2後 2 1 0

2後 2 1

2前 2 兼1

0 1

2後 2 1 0

2後 2 1

0 1

2前 2 1 0

兼1

3後 2 1

0 1

3前 2 1 0

 3後 2 1

3後 2 1

3後 2

兼1

3前 2 1

3前

3前 2 1

1

3後 2

0

0 1

1 0

1

1 3前

2前 1 1 0

 2前

1

1

0

3前 2

2 0

0
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

講師就任辞退のため担当者変更(27)

新聞論 追加　茨木　正治（教授）

削除　河野　孝（兼任）

著作権法

放送ﾒﾃﾞｨｱ論

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論

ｽﾎﾟｰﾂ指導法

ｽﾎﾟｰﾂ指導法演習

ｽﾎﾟｰﾂ指導論

ｽﾎﾟｰﾂ情報論

ｽﾎﾟｰﾂ心理学

ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論

専任教員の着任による担当者変更(26)(27)

ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ指導論ａ 追加　原　豪志（助教）

削除　大本　洋嗣（兼任）

専任教員の着任による担当者変更(26)(27)

ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ指導論ｂ 追加　原　豪志（助教）

削除　大本　洋嗣（兼任）

専任教員の着任による担当者変更(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論ａ 追加　原　豪志（助教）

削除　大本　洋嗣（兼任）

専任教員の着任による担当者変更(26)(27)

ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論ｂ 追加　原　豪志（助教）

削除　大本　洋嗣（兼任）

心理学概論

追加　小早川　睦貴（助教）

削除　小須田　健（兼任）

学校心理学

追加　山口　豊（准教授）

削除　原田　恵理子（助教）

届出時の教員へ変更(27)

追加　原田　恵理子（准教授）

削除　山口　豊（准教授）

知覚心理学（視覚）

知覚心理学（聴覚）

心理統計学

発達心理学概論 教育課程充実のため科目を新設(26)

臨床心理学概論 教育課程充実のため科目を新設(26)

認知心理学 教育課程充実のため科目を新設(26)

心理学研究法 教育課程充実のため科目を新設(26)

心理学実験Ⅰ 教育課程充実のため科目を新設(26)

心理学実験Ⅱ 教育課程充実のため科目を新設(26)

心理検査法 教育課程充実のため科目を新設(26)

心理検査法実習 教育課程充実のため科目を新設(26)

臨床心理学実習 教育課程充実のため科目を新設(26)

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

追加　山口　豊（准教授）

削除　原田　恵理子（助教）

教員の昇格による変更(25)

教育心理学 担当　原田　恵理子（准教授）

教員の昇格による変更(25)

道徳教育論 担当　原田　恵理子（准教授）

視聴覚教育法

0  兼1

3後 2 兼1

1

1

3後 2 兼1

ウ
ェ

ル
ネ
ス

1後 2 1

2前 2

2 1

2後 2 1

2後 1 1

2前 2

2 兼1

1 0

3前 2 0  兼1

1 0

3後 2 0  兼1

1 0

3前 2 0  兼1

1 0

3後 2 0  兼1

1 0 専任教員の着任による担当者変更
(25)(26)(27)1後 2 0  兼1

1 0

2後 2

授業運営上の都合による担当者の変更(26)
2前 2 0 1

2前 2 1

1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

3後 1 1

3後 1 1

1 0 授業運営上の都合による担当者の変更
(26)(27)3前 2 0 1

1 0

2前 2 0 1

1 0

2後 2 0 1

3後 2 兼1

2後

2前

専
門
教
育
科
目

メ
デ
ィ

ア

1

1

3後 2
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科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

担当者の退職による変更(27)

生涯学習概論 削除　川名　博志（教授）

追加　酒井　保廣（兼任）

教員の昇格による変更(25)

教育相談論 担当　原田　恵理子（准教授）

教員の昇格による変更(25)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

教員の退職による変更(26)

担当　柴　理子(准教授)

教員の昇格による変更(27)

担当者の退職による変更(27)

削除　武井　敦夫（教授）

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

追加　原田　恵理子（准教授）　山口　豊
（准教授）　小早川　睦貴（助教）　原　豪
志（助教）

削除　西貝　雅人（助教）　山口　崇志（助
教）

教員の昇格による変更(25)

卒業論文

教員の昇格による変更(26)

担当　花田　真樹（准教授）

法人の教員職階変更に伴う変更(26)

教員の退職による変更(26)

削除　柴　理子(准教授)

教員の退職による変更(27)

削除　武井　敦夫（教授）

授業運営上の都合による担当者の変更(27)

追加　原田　恵理子（准教授）　山口　豊
（准教授）　小早川　睦貴（助教）　原　豪
志（助教）

削除　西貝　雅人（助教）　山口　崇志（助
教）

教育効果を考慮し担当者を配当年次および学
期を変更(27)

3後

0 兼1

1 0

 4前 2 0 1

4

0 6

4

担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）24 17 3

3通 6 23 15 6

0 3

0

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）　池田　幸代（助教）

担当　池田　幸代（准教授） 安岡　広志
（准教授）

23 21

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

担当　圓岡　偉男（教授） 大見　嘉弘（准
教授） 岸本　頼紀（准教授）　樋口　大輔
（准教授）24 17 3

6 4

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

4通 6 23 15 0

担当　中島　淳（助教）　安岡　広志（助
教）　池田　幸代（助教）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

専
門
教
育
科
目

ウ
ェ

ル
ネ
ス

2後 2 1 0

4

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

23 21
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（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 選　択 自　由 計

科目 科目

必　修

科目科目 科目 科目 科目 科目

211 228228 17

[　9　] [　9　]

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

[　0　]  [　0　]

　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　]  [　0　]

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

17 211

220 237

21



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

＝ 0
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
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備考

大学全体

大学全体

計

（129,250〔28,225〕）

（129,250〔28,225〕） 6,623〔4,263〕　

6,623〔4,263〕　 4,637〔4,021〕　

 （127,579〔28,181〕）

総合情報学科

6,000〔4,250〕　

 （125,000〔28,000〕）  （2,360〔250〕） （4,000〔4,000〕） （4,700）  （17,156） （　　0　）

 （125,574〔28,146〕）  （1,978〔241〕） (18,750)

6,000〔4,250〕　 20,000

機械・器具を充実した
ため(25)

132,000〔28,400〕　

 2,400〔 250　〕　

4,000〔4,000〕　 5,000 17,156 0

視聴覚資料増加のため
(27)

 （125,000〔28,000〕）  （2,360〔250〕）  （4,000〔4,000〕）  （ 4,700 ）  （17,156） （　　0　）

学術雑誌については、
完成年度の電子ジャー
ナル種数を、学術雑誌
の内数として算出して
いなかったため(25)
学術雑誌増加のため
(27)

132,000〔28,400〕　

 2,400〔250〕

4,000〔4,000〕　 5,000

17,156 0

 （127,579〔28,181〕）

 （125,574〔28,146〕）

20,000

 （5,978〔4,241〕） (18,750)

（ 4,889 ）

３　施設・設備の整備状況，経費

共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用

校 舎 敷 地 77,911.96㎡ 0㎡ 0㎡ 77,911.96㎡

運動場用地 16,200.000㎡ 0㎡ 0㎡ 16,200.00㎡

小　　　計 94,111.96㎡ 0㎡ 0㎡ 94,111.96㎡

そ　の　他 5,062.04㎡ 0㎡ 0㎡ 5,062.04㎡

合　　　計 99,174.00㎡ 0㎡ 0㎡ 99,174.00㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

29,427.64㎡ 0㎡ 0㎡ 29,427.64㎡

（   29,427.64㎡） （　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡） （　　29,427.64㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

25室 15室 0室
4室 1室

（補助職員 2人） （補助職員 0人）

視聴覚資料

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数

教員数変更のため(26)

総合情報学科
62

61 室

標　　本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図書については、資料
増加のため
(25)(26)(27)

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

機械・器具
(５)

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

4,046.55㎡ 218 162,000

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,710.42㎡ テニスコート３面 室内練習場

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

1,072千円 1,102千円

開設前年度 完成年度

29,423千円 38,188千円 38,188千円
図書購入費には、電子
ジャーナルを含む。

 25,800千円  25,800千円

開設年度

(８) 教員１人当り研究費等 350千円 350千円 図書購入費  25,800千円

当初は予算額を記入し
ていたが執行額に変更
したため(25)

共 同 研 究 費 等 4,500千円 4,500千円 設備購入費  21,764千円  21,764千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，手数料収入，資産運用収入等を充当

 21,764千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

千円 千円

第６年次

1,292千円 1,042千円

64,544千円 44,310千円 44,310千円
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　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

総合情報学部

　情報システム学科 4 － － － 学士（総
合情報
学）

－ 平成
13年度

平成25年度から学生
募集停止（編入学は
平成27年4月から募
集停止）

　環境情報学科 4 － － － 学士（総
合情報
学）

－ 平成
13年度

平成25年度から学生
募集停止（編入学は
平成27年4月から募
集停止）

　情報ビジネス学科 4 － － － 学士（総
合情報
学）

－ 平成
13年度

平成25年度から学生
募集停止（編入学は
平成27年4月から募
集停止）

　情報文化学科 4 － － － 学士（総
合情報
学）

－ 平成
13年度

平成25年度から学生
募集停止（編入学は
平成27年4月から募
集停止）

　総合情報学科 4 500 3年次
10

2,020 学士（総
合情報
学）

0.94 平成
25年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

総合情報学研究科

　博士前期課程
　　総合情報学専攻

2 15 － 30 修士（総
合情報
学）

0.53 平成
4年度

総合情報学研究科

　博士後期課程
　　総合情報学専攻

3 3 － 9 博士（総
合情報
学）

0.33 平成
11年度

千葉県千葉市若
葉区御成台４－
１

４　既設大学等の状況

東京情報大学大学院

東京情報大学

千葉県千葉市若
葉区御成台４－
１
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

農学部 1.14

　農学科 4 220
3年次
16

912 学士
（農学）

1.14 昭和24年
神奈川県厚木市
船子1737番地

　畜産学科 4 180
3年次
10

740 学士
（農学）

1.13 昭和24年 同上

　ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ学科 4 140
3年次
10

580 学士
（農学）

1.15 平成18年 同上

応用生物科学部 1.11
東京都世田谷区
桜丘1丁目1番1号

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 4 140
3年次
10

580
学士（応

用生物科
学）

1.16 平成10年 同上

　生物応用化学科 4 140
3年次
10

580
学士（応

用生物科
学）

1.14 平成10年 同上

　醸造科学科 4 140
3年次
20

600
学士（応

用生物科
学）

1.14 平成10年 同上

　栄養科学科
　　食品栄養学専攻

4 ― ― ―
学士（応

用生物科
学）

― 平成10年 同上
平成26年4月より
学生募集停止

　食品安全健康学科 4 140
3年次
10

580
学士（応

用生物科
学）

1.13 平成26年 同上 平成26年4月設置

　栄養科学科 4 120
3年次
4

488
学士（応

用生物科
学）

0.98 平成10年 同上
平成27年4月より
入学定員の変更80
→120（40）
平成26年4月より
専攻名（管理栄養
士専攻）削除

地域環境科学部 1.15

　森林総合科学科 4 140
3年次
6

572
学士（地

域環境科
学）

1.13 平成10年 同上

　生産環境工学科 4 140
3年次
3

566
学士（地

域環境科
学）

1.17 平成10年 同上

　造園科学科 4 140
3年次
20

600
学士（地

域環境科
学）

1.14 平成10年 同上

国際食料情報学部

　国際農業開発学科 4 140
3年次
10

580
学士（国

際食料情報
学）

1.15 平成10年 同上

　食料環境経済学科 4 220
3年次
10

900
学士（国

際食料情報
学）

1.15 平成10年 同上

　国際ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 170
3年次
5

690
学士（国

際食料情報
学）

1.15 平成10年 同上

　東　京　農　業　大　学
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

生物産業学部 1.16
北海道網走市八
坂196番地

　生物生産学科 4 100
3年次
10

420 学士
（農学）

1.14 平成元年 同上

　ｱｸｱﾊﾞｲｵ学科 4 80 ― 320 学士
（農学）

1.16 平成18年 同上

　食品香粧学科 4 80
3年次
12

344 学士
（農学）

1.15 平成元年 同上

　地域産業経営学科 4 90
3年次
5

390 学士
（経営学）

1.20 平成元年 同上

平成24年4月から
学科名変更
産業経営学科→地
域産業経営学科
平成24年4月から
入学定員変更
地域産業経営学科
100→90（△10）

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

農学研究科

博士前期課程 0.98

　農学専攻 2 14 ― 28 修士(農

学)
0.85 昭和28年

神奈川県厚木市
船子1737番地

　畜産学専攻 2 12 ― 24 修士(畜

産学)
0.79 昭和61年 同上

　ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ学専攻 2 10 ― 20 修士(ﾊﾞｲ

ｵｾﾗﾋﾟ学)
0.45 平成22年 同上

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ専攻 2 30 ― 60 修士(ﾊﾞｲ

ｵｻｲｴﾝｽ)
1.38 平成14年

東京都世田谷区
桜丘1丁目1番1号

　農芸化学専攻 2 25 ― 50 修士(農

芸化学)
1.06 昭和32年 同上

　醸造学専攻 2 12 ― 24 修士(醸

造学)
1.66 平成2年 同上

　食品栄養学専攻 2 12 ― 24 修士(食

品栄養学)
0.95 昭和61年 同上

　林学専攻 2 12 ― 24 修士(林

学)
0.58 昭和61年 同上

　農業工学専攻 2 8 ― 16 修士(農

業工学)
0.75 平成2年 同上

　造園学専攻 2 12 ― 24 修士(造

園学)
0.95 平成2年 同上

　国際農業開発学専攻 2 12 ― 24
修士(国

際農業開発
学)

0.99 平成2年 同上

　農業経済学専攻 2 10 ― 20 修士(農

業経済学)
0.60 昭和28年 同上

　国際ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈｽ学専攻 2 12 ― 24
修士(国

際ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈ
ｽ学)

0.91 平成14年 同上

　東　京　農　業　大　学

　東　京　農　業　大　学　大　学　院
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

農学研究科

博士後期課程 0.35

　農学専攻 3 5 ― 15 博士(農

学)
0.20 昭和37年

神奈川県厚木市
船子1737番地

　畜産学専攻 3 4 ― 12 博士(畜

産学)
0.25 平成2年 同上

　ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ学専攻 3 3 ― 9 博士(ﾊﾞｲ

ｵｾﾗﾋﾟｰ学)
0.44 平成24年 同上 平成24年4月設置

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ専攻 3 6 ― 18 博士(ﾊﾞｲ

ｵｻｲｴﾝｽ)
0.38 平成16年

東京都世田谷区
桜丘1丁目1番1号

　農芸化学専攻 3 5 ― 15 博士(農

芸化学)
0.13 昭和34年 同上

　醸造学専攻 3 2 ― 6 博士(醸

造学)
0.16 平成14年 同上

　食品栄養学専攻 3 2 ― 6 博士(食

品栄養学)
1.00 平成14年 同上

　林学専攻 3 4 ― 12 博士(林

学)
0.33 平成2年 同上

　農業工学専攻 3 2 ― 6 博士(農

業工学)
0.66 平成14年 同上

　造園学専攻 3 3 ― 9 博士(造

園学)
0.00 平成14年 同上

　国際農業開発学専攻 3 2 ― 6
博士(国

際農業開発
学)

0.83 平成14年 同上

　農業経済学専攻 3 5 ― 15 博士(農

業経済学)
0.20 昭和37年 同上

　国際ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈｽ学専攻 3 5 ― 15
博士(国

際ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈ
ｽ学)

0.40 平成16年 同上

　環境共生学専攻 3 5 ― 15 博士(環

境共生学)
0.60 平成2年 同上

　東　京　農　業　大　学　大　学　院
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

生物産業学研究科

博士前期課程 0.90

　生物産業学専攻 2 ― ― ―
修士(生

物産業学又
は経営学)

― 平成5年
北海道網走市八
坂196番地

平成22年4月より
学生募集停止（生
物産業学部博士前
期課程）

　生物生産学専攻 2 7 ― 14 修士(生

物産業学)
0.63 平成22年 同上

　ｱｸｱﾊﾞｲｵ学専攻 2 5 ― 10 修士(生

物産業学)
1.40 平成22年 同上

　食品香粧学専攻 2 5 ― 10 修士(生

物産業学)
0.90 平成22年 同上

　産業経営学専攻 2 3 ― 6 修士(経

営学)
0.66 平成22年 同上

生物産業学研究科

博士後期課程 0.45

　生物産業学専攻 3 8 ― 24
博士(生

物産業学又
は経営学)

0.45 平成7年 同上

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

短期大学部 1.16
東京都世田谷区
桜丘1丁目1番1号

　生物生産技術学科 2 130 ― 260
短期大学士
（生物生産
技術学）

1.15 平成4年 同上

　環境緑地学科 2 70 ― 140
短期大学士
（環境緑地
学）

1.21 平成4年 同上

　醸造学科 2 80 ― 160
短期大学士
（醸造学） 1.19 平成4年 同上

　栄養学科 2 ― ― ―
短期大学士
（栄養学） ― 平成4年 同上

平成27年4月より
学生募集停止

平成26年4月定員
変更150→100（△
50）

　東　京　農　業　大　学　短　期　大　学　部

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　東　京　農　業　大　学　大　学　院

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
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　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

該当なし

（平成24年6月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（平成26年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（平成27年2月）

６　留意事項等に対する履行状況等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

留　意　事　項　等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①教員免許状の資格として、以下の教科を取得できるよう
にしていた。

　中学校教諭一種免許状（社会）

　中学校教諭一種免許状（数学）

　高等学校教諭一種免許状（情報）

　高等学校教諭一種免許状（数学）

　高等学校教諭一種免許状（公民）

　高等学校教諭一種免許状（商業）

②卒業要件

　

　　※ＦＤ活動の運営方法として、ファカルティ・ディベロップメント委員会において活動する概要を決め、

　　教務委員会　年１２回　各１２名

　　・年間のＦＤ活動計画案策定

　　・活動内容の報告及び点検

　　教務委員会　年１２回　各１２名

　　・学生による授業評価アンケートの実施について

　　・教員相互の授業参観の実施について

　　・学生による授業評価アンケート（前期末、後期末の年２回）

　　・教員相互の授業参観（後期１回）

　　・ＦＤ研修会への参加

　　・ハラスメント研修会開催

　　・非常勤講師との連絡会開催

　　・新入生の自己啓発研修への教員参加

　ｃ　委員会の審議事項等

　　ファカルティ・ディベロップメント委員会

②　実施状況

　ａ　実施内容

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　平成２０年４月に「ファカルティ・ディベロップメント委員会」を設置している。

　　　具体的な実施案については教務委員会で検討している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　ファカルティ・ディベロップメント委員会　年３回　各８名

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

７　その他全般的事項

＜総合情報学部　総合情報学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①学科の専門性及び目的・性格との関連性を踏まえ、取得
できる免許状を「高等学校教諭一種免許状（情報）」のみ
とした。

②学科の専門性を担保するために、情報学に関連する授業
科目（３２科目６４単位）から、必ず３０単位修得するよ
うに卒業要件を変更した。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）
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　　・学生による授業評価アンケートは、後半の授業時間内に学生に回答させ、各授業ごとに集計した結果を、

　　　冊子形式にまとめ、学内で公開している。また、学生及び教員にはホームページからも参照できるように

　　　している。

　　　選出し、参観日を決めて見学している。

　　・私大連主催の「ＦＤ推進ワークショップ（新任専任教員向け）」に教員１名を参加させている。

　　・本学教職員を対象としたハラスメント研修を、外部から講師を派遣し、「教職員のためのハラスメント防止

　　　研修会」と題して、開催している。

　　・非常勤講師から授業運営上の課題等を伺い、今後の授業運営や学生指導の改善を図る目的で、「教職員連絡

　　　会」を開催している。

　　・平成26年度から始めた新入生の自己啓発研修（外部委託）に、本学の教員も参加させ、グループワークの

　　　指導方法を学ばせている。

　　・学生による授業評価アンケート（専任及び兼任の全教員が、ゼミを除く全授業で実施）

　　・教員相互の授業参観（参観授業：講義科目６、演習科目４　　参観者は専任教員）

　　・ＦＤ研修会への参加（H26.8.8-9に開催し、若手教員１名が参加）

　　・ハラスメント研修会開催（H26.11.25に開催し、約7割の教員が参加）

　　・非常勤講師との連絡会開催（H26.7.17-23の昼休みに開催し、約6割の非常勤講師が参加）

　　・新入生の自己啓発研修参加（H26.4.26,27に開催し、ほとんどの教員が参加）

　　　また、参観された教員が希望した場合、参観者からフィードバックしてもらい、授業の向上に役立て

　　　ている。

　　・ＦＤ研修会に参加した教員は1名であるが、教授法を振り返る機会が与えられたことで、今後の授業改善に

　　　役立っている。

　　・ハラスメント研修会は、様々な事例を報告していただき、職場にハラスメントを呼び込まないために注意喚

　　　起する機会となった。

　　・新入生の自己啓発研修は、グループワークを中心とした研修のため、参加した教員はグループワークの指導

　　　方法を学ぶ機会となった。

　　・前期末と後期末に年２回、専任及び兼任のほぼ全教員が実施している。

　　・各授業のアンケート集計結果を冊子としてまとめ、学内で閲覧できるようにしている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　・また、教員や学生にはホームページから参照できるようにしている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・授業評価アンケートの集計結果に対して、各教員が改善策等のコメントを提出させることで、改善に

　　　努めている。

　　・教員相互の授業参観は、参観した結果、自身の授業にどのように活かすかを報告書（様式あり）として

　　　学部長へ提出させている。

　ｂ　実施方法

　　・教員相互の授業参観は、前年度の授業評価アンケートで評価が高かった授業から授業形態や履修者数別に

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２７年６月１日　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　・平成27年度に評価機関（大学基準協会）の大学評価を受けるべく、検討中。

　上記(i) については、ホームページにて公表。

　上記(ii)については、「東京情報大学自己点検・評価報告書」（冊子）及びホームページにて公表予定。

②　自己点検・評価報告書

　(i) 平成20年度の自己点検・評価の内容については、平成21年3月公表。

　(ii)平成27年度の自己点検・評価内容については、平成28年4月公表予定。

　総合情報学部では、本学の教育理念である「現代実学主義」の精神に基づき、急速に進展しつつある情報社会の将
来を見据えて、その変化に対応できる基礎的学力と応用的知識・技術を習得し、優れた情報収集、処理、発信能力を
もって情報社会の形成に貢献できる人材の養成を目指した教育を展開してきた。しかし、当該学部は、専門性の高い
4学科（情報システム学科、環境情報学科、情報ビジネス学科、情報文化学科）から構成され、急激に展開が進む情
報分野における、学科間の枠を超えた総合的な教育を実施しにくいという問題が生じていた。このような問題を解決
するために、これまでの固定的な学科体制と教育プログラム体制の枠組みを再検討して、多様な選択肢から志望する
専門分野に関する知識を段階的に修得し、それらの知識を有機的に連携させて総合的な教育を展開する学科体制と学
士課程教育プログラムの再構築が必要とされ、平成25年度から総合情報学部総合情報学科の1学科の下に、3年次から
配属になる12コース制に改組した。
　学生の受け入れは「総合情報学科」の1学科で行い、1～2年次の間は、学士としての基礎学力、基礎能力やコース
共通の情報に関する専門基礎力に重点をおいた幅広い内容を理解すると共に、専門分野についての理解を深めること
としている。3年次から自分の興味や資質に合わせて専門分野や進路を選択して、コースに所属し、また、自分の選
択した専門分野での実践力を養うため、専門分野に関連する分野を有機的に連携させたプロジェクト研究を実施し、
4年次には卒業論文をまとめることとなっている。
　平成25年度入試は、入学定員500人に対して、志願者数983人、受験者数957人、合格者数912人、入学者479人、平
成26年度入試では、志願者数930人、受験者数905人、合格者数884人、入学者472人、平成27年度入試では、志願者
806人、受験者784人、合格者770人、入学者479 人となった。本学の取り組みが、情報学の分野を幅広く学ぶことを
希望する生徒や、受験時に情報学の詳細な分野の進路を決めかねている生徒などに一定の理解が得られているようで
あるが、より一層の教育の充実とその成果の広報に努める必要がある。
　新しい枠組みの総合情報学部総合情報学科の趣旨・目的を具現化するために、総合情報学部の教員組織と教育課程
を編成し、平成25年4月より新カリキュラムが始動し２年が経過した。4月2日には教員全体会を開催し、昨年度の実
施状況を学部、学科、及び委員会レベルで総括し、今年度の計画を確認したところである。今年度から各コースに分
かれての専門教育が本格的に始まるが、完成年度に向けて、新カリキュラムからなる教育課程をはじめとする設置計
画を着実に履行していく所存である。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

③　認証評価を受ける計画

　ｂ　公表方法
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東京情報大学ファカルティ・ディベロップメント委員会運営要綱 

 

（目的） 

第１条 東京情報大学教授会規程第８条第１項及び東京情報大学大学院総合情報学研究科委員会規程第８条第１項

に基づき、ファカルティ・ディベロップメント委員会（以下「委員会」という。）を設置し、必要な事項を

定める。 

（構成） 

第２条 委員会は、次に掲げる委員をもつて構成する。 

(1) 学部長 

(2) 大学院研究科委員長 

(3) 教務委員長 

(4) 学長が指名する者 若干名 

２ 前項第４号に定める委員は、学長が任命する。 

３ 必要があるときは、構成員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

４ 必要があるときは、委員会に専門委員会を置くことができる。 

（任期） 

第３条 第２条第１項第４号に定める委員の任期は、１年とし再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者

の任期は、前任者の残任期間とする。 

（役割） 

第４条 委員会は、ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）活動が持続的に実行されるよう、

次の事項について審議するとともに、各年度におけるＦＤ活動を推進するものとする。 

(1) ＦＤ活動の企画立案 

(2) ＦＤ活動の実施計画の立案 

(3) ＦＤ活動の評価 

(4) ＦＤ活動に関する情報の収集と提供 

(5) その他、委員会が必要と定めた事項 

（会議） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員長には学部長をもつてこれに当てる。 

２ 委員会は、委員長が招集し、議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、大学院研究科委員長がこれを代行する。 

４ 委員会は、委員の過半数をもつて成立し、審議事項の決裁には出席委員の過半数の賛成を必要とする。 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、教務課が担当する。 

（運営要綱の改廃） 

第７条 この運営要綱の改廃は委員会の議を経なければならない。 

附  則 

 この運営要綱は，平成２０年４月１日から施行する。 
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